
令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

（６月20日　１番～４番・６月21日　５番～12番・６月22日　13番～16番）
※　６月20日

一括
一問
一答

１．小松市立認定こども園だいいちの移設計画について

(1) 公立のこども園であることの利点を活かした計画について

・移転先の候補地の選定基準，検討プロセス

・移転計画の進行状況と移転完了時期

(2) 時代の変化による様々なニーズへの対応について

・移転後の保育環境の向上，施設の拡充

・ＩＣＴや先進技術の活用

・住民参加の機会，情報公開，周知活動

２．小松市内通学路について

(1) 通学路である旨の明確化，危険箇所の表示

・グリーンベルトの塗装

・交通事故の多発する交差点への注意喚起のための赤色の

塗装

(2) 通学路の除雪について

・通学路を含めた除雪計画について

・通学路の交差点の排雪

３．小松市の防災計画について

(1) 昨年の８月４日の大雨災害を教訓とした取組について

・洪水時における市民への避難方法について

・教育機関の防災意識について

４．小松市の業務へのＡＩの導入について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

1 ○ 木村　賢治
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一括
一問
一答

(1) ＡＩの活用について

・ＡＩ導入済みの施策，実証実験などの取組状況

・得られた効果，メリットについて具体的に

・未来型図書館へのＡＩの導入

(2) 生成ＡＩの今後の導入について

・生成ＡＩを活用した戦略

・職員への教育，注意点などの説明会の実施

５．都市計画道路幸八幡線について

(1) 完成による交通事情の変化について

・渋滞の発生状況

・交通の安全状況

６．小松市のシェアサイクル事業について

(1) 今後の活用の仕方について

・利用者数の推移，稼働率について

・移動データに基づく観光戦略，新幹線開業に合わせた施

策

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

1 ○ 木村　賢治
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．地域と町のデジタル化

(1) 町内会におけるデジタル化

・地域における課題とデジタル化の現状

(2) 地域協議会

・現状の課題

・ＩＣＴの活用と次世代育成

２．小松市が提供するＷＥＢサービス

(1) 小松市ホームページ

・ホームページ再構築について

・ＰＤＦでの掲載の改善について

・デザイン共有のガイドライン

(2) 公式ＬＩＮＥとスマートフォンアプリ

・ダウンロードを推奨するスマートフォンアプリ

・利用者の利便性向上について

３．消防団活動のデジタル化

・団員への緊急連絡方法

・災害時の位置情報の共有

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

2 ○ 吉柴　文悟
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．稚松小学校の校舎の整備

(1) 今後の進め方について

・調査費を使い，総合的な研究，色々な角度からの複合型

施設を検討し，新たな小松モデルを作っていく手法につ

いて

(2) 複合型施設の利点について

・子供と大人が一つの場所に共存する複合型施設の利点に

ついて

(3) 協議会の設立について

・教師，保護者，地域の意見を取り入れるために

２．稚松地区の観光や再整備

(1) 小松城址や芦城公園の観光案内について

・観光客がネットを使っての検索や博物館を使うなどの観

光案内対策について

(2) 芦城公園や小松中央緑地の整備について

・芦城公園や小松中央緑地のトイレの個室や多目的トイレ

の便器等の整備について

３．小倉百人一首競技かるた全国大会

(1) 大会規模などについて

・大会規模を小松市民に周知し，開催を成功させる事で，

他の競技などの今後の全国大会誘致に繋げるために

・かるた人口増の取組について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

3 ○ 濵口　淳也
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．「逃げ遅れゼロ」に向けた避難対策の強化について

(1) 中山間地域の避難対策について

・ハザードマップの見直しについて

・土砂災害を想定した緊急避難場所の設定について

・車での避難が困難な方の安全確保・避難方法について

(2) 消防組織，自主防災組織の現状について

・消防本部組織の現状について

・消防団組織の現状について

・自主防災組織の現状について

２．観光資源・旧尾小屋鉱山周辺の活性化について

(1) 施設周辺を含めた活性化構想について

・現状について

・今後の展開について

３．松東みどり学園について

(1) 小中義務教育一貫校としての現状について

・児童・生徒数の推移と今後の推定

・広域通学者の推移と傾向

・生徒数確保に向けた取組

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

4 ○ 深田　博智
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

※　６月21日

一括
一問
一答

１．こども食堂を通した地域での居場所づくり

(1) 小松市独自のこども食堂に対する助成制度

・こども食堂助成制度についての内容と周知方法について

(2) こども食堂ネットワーク協議会の設置

・小松市主体のこども食堂ネットワーク協議会の設置につ

いて

２．障がい者の18歳の壁

(1) 障がい者のコミュニティや身体機能維持出来る空間の創出

・障がい者の方々が集えるコミュニティの場やリハビリス

テーションについて

(2) 障がい福祉の普及啓発事業

・継続的な福祉施設の製品の販売会について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

5 ○ 斎藤　和美
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．災害後の地域交流センターの設置・運営について

(1) 市立公民館の現状と未設置館の建設計画（地域交流センタ

ー）の設立予定について

・空き店舗を有効活用した地域交流センターを設立しては

どうか

２．昨年８月に南加賀を襲った豪雨災害後の支援対策について

(1) 災害後のこころの健康について

・心身の変調調査を実施したか

・こころのケアに配慮した対策を行っているか

(2) 避難所の運営状況について

・避難者や町内会長への周知方法はどのようにしたのか

・当時の運営状況はどうであったか

(3) 今後の避難所運営協議会への支援策について

・避難所での役割・対応は

・防災士の役割と行政の関わりについて

３．地域建設業の現状と課題について

(1) 地域インフラを支える地域建設業に期待するものについて

・市が地域建設業に期待するものは何か

(2) 公共工事の発注者の基本的な責務について

・適正な工期設定，施工時期の平準化，適正な設計変更な

どの取組は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

6 ○ 村中　洋
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．加賀立国１２００年祭について

(1) 記念事業の概要及び今後の活用について

・加賀立国１２００年祭記念事業の推進と国府の魅力の情

報発信

・ポスト加賀立国１２００年祭（何を残し，活かすのか）

・加賀国府推定地周辺の文化財調査の継続と推進

２．防災（危機管理）体制の整備・強化について

(1) 防災体制の整備・強化について

・日常的な防災訓練の拡大

・災害対応のための自衛隊との連携強化

・職員の災害対応力の強化(災害・危機管理に関する研修)

(2) 中山間地の避難場所について

・避難判断等の意思決定や避難場所開設状況の市民への周

知方法

・中山間地における一時避難場所の設定

・一時避難場所への食料の配備や飲料水の供給

３．梯川水系治水対策について

(1) 梯川水系緊急治水対策プロジェクトについて

・国・県が行うハード事業の着手状況

・特定都市河川について（効果・利点及び土地利用等への

影響）

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

7 ○ 中西　肇
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一括
一問
一答

・その他，本プロジェクト対象外の復旧工事の進捗状況

(2) 仏大寺川・金山谷川の治水事業について

・急峻な流れにより，河岸の洗掘による倒木。流木や岩石

などの衝突や摩擦などで河岸や農業施設などに大きな被

害が発生。治水事業の計画的な推進を求める

(3) 小松市が管理する道路・河川・農林施設・上下水道などの

災害復旧工事について

・梅雨に入り，出水期が迫っているが

・小松市が管理する道路・河川・農林施設・上下水道など

の災害復旧工事の進捗状況及び事業完遂の予定

(4) まちづくりのあり方（災害リスク軽減）

・災害リスクの低い地域への積極的な人口誘導

・都市計画制度の見直しなどにより，持続可能なまちづく

りを目指す

４．未来型図書館について

(1) 小松市未来型図書館基本構想について

・小松市未来型図書館基本構想の概要

・基本構想策定委員会，市民ワークショップの成果と活用

・人材育成講座の成果と活用

(2) 小松市未来型図書館等複合施設官民連携事業調査支援業務

について

・小松市未来型図書館等複合施設官民連携事業調査支援業

務に関する基本的な方針，業務内容

・仮称こまつリビングラボの役割

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

7 ○ 中西　肇
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一括
一問
一答

・サウンディング調査とはなにか，市民との共創は可能か7 ○ 中西　肇

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

- 10 -



令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．小松駅・空港間自動運転バス運行について

(1) 実証実験の成果について

・成果はどうだったか

(2) 今後の取組について

・今後の事業計画は

・社会的受容性に向けた活動は

・子供や学生にも最新技術に触れる機会を

２．ＪＲ小松駅周辺の賑わいづくり

(1) Ｋｏｍａｔｓｕ九のオープンに向けて

・フードエリアオープンの周知について

・９月のグランドオープンに向けた取組は

(2) 電車利用者以外の方も利用しやすい施設に

・駅周辺の駐車場について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

8 ○ 岡山　晃宏
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．「子育てするなら小松」に向けて

(1) 「子育てするなら小松」のプロモーションについて

・この事業の狙いと今後の展開は

・移住を考えたい方へのアプローチについて

・移住者向けの支援策について

・ロゴマーク・キャッチコピーの制作を市民参加型にして

は

(2) 小松市民病院粟津診療所の廃止について

・廃止に至った理由

・地域医療機関との連携強化について

・今後の空きスペースの活用方法

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

9 ○ 南藤　陽一
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．梯川水系緊急治水対策プロジェクト

(1) 小松市防災会議において

・大雨被害の検証結果を踏まえて，地域防災計画を見直し

た部分は

・国において運用が開始された「流域タイムライン」　市

の対応は

・県において小規模河川の洪水浸水想定区域図が作成され

た　市の対応は

(2) インフラの復旧，プロジェクトに基づくハード対策は

・梯川水系緊急治水対策プロジェクトに基づくハード対策

の進捗状況は

・梯川水系緊急治水対策プロジェクト以外の昨年８月の大

雨で床上床下浸水した地域の対策は

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

10 ○ 梅田　利和
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令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．安心な地域医療の充実のために

(1) 地域医療の看護人材の確保について

・コロナ禍において，地域医療の看護師の人材確保は

・安心な地域医療の充実のために，行政の強力な支援を

(2) 小松市看護師等修学資金貸与制度の拡大を

・小松市看護師等修学資金貸与制度について（小松市民

病院）

・医師会と連携し，看護職員等修学資金貸与の返済減免の

支援を

・小松市の貸与型奨学金制度を活用し，小松市内病院での

確保を

・公立小松大学と提携を深め，更なる市内病院の従事看護

師の確保を

・市内看護師の人材確保についての所感

２．子育てしやすいまちこまつのさらなる推進を

(1) 婚姻数の落ち込みと合計特殊出生率について

・婚姻数の落ち込みと子を持つ意欲の低下などについて

・子育て支援課の役割は

・こども未来戦略方針を受けての市長の所感は

(2) 育児休業について

・小松市職員の育児休業の実態と目標

・育児休業給付率の引き上げについて

・男性職員の育休取得の推進について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

11 ○ 片山　瞬次郎
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一括
一問
一答

３．梯川水系の特定都市河川について

(1) 「特定都市河川」の指定と梯川水系緊急治水対策プロジェ

クトの関係について

・「特定都市河川」の指定と梯川水系緊急治水対策プロジ

ェクトの関係について，目的を問う

(2) 「特定都市河川」について

・特定都市河川浸水被害対策法に基づく特定都市河川の指

定を目指すことはハード・ソフト一体の水災害対策「流

域治水」の本格的実践に向けてどう変わっていくのか

・流域治水対策を関係機関が一体となって進めるうえでも,

「流域治水」の流域における貯留・浸透機能などで法律

による予算・税制等の面でもメリットがあり，ハード・

ソフト面での加速化が図れるか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

11 ○ 片山　瞬次郎

- 15 -



令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．こまつドームの競輪場利活用提案について

(1) 競輪場提案はギャンブル依存症を増やし，子供たちの教育

環境を悪くする

・こまつドーム周辺には，小・中・高の教育施設があり，

子供たちが身近に感じ，関心を示すようになる

・「子育てするなら小松市で」の目標に反することになら

ないか

(2) 競輪場での事業収入を増やすことは自治体のするべき仕事

ではないと思う

・市が収入を増やそうとすれば，かけごとをする人を増や

すことになる

(3) 競輪場計画は中止し，ドームの利活用策は広く市民の声を

反映させるべきと思う

２．小松市民病院診療所（粟津・尾小屋・大杉）の廃止につい

て

(1) 大杉町，尾小屋町住民の安全確保策について

・少なくない住民が安全に暮らし続けられる環境をどう守

るのか

(2) 粟津診療所に併設されている病児保育の今後の体制につい

て

・開設当時医師や看護師が近くにいる安心感があった

・病状が急変した場合の対応方法について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

12 ○ 橋本　米子

- 16 -



一括
一問
一答

３．小松市営住宅指定管理者制度の導入について

(1) 指定管理者制度導入の目的について

・条例案の施行期日が令和６年４月１日からとなってい

る

(2) 指定管理者が行う業務内容について

・市営住宅の入居及び明け渡しの手続きについて

・市営住宅等の維持管理及び修繕について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

12 ○ 橋本　米子

- 17 -



令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

※　６月22日

一括
一問
一答

１．誰もが投票しやすい環境整備について

・整備充実について

・投票率向上について

２．会計年度任用職員について

・再度の任用の条件について

・公募の仕組み等について

３．パートナーシップ宣言制度について

・制度の導入等について

４．北陸新幹線小松開業について

・イベントの実施について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

13 ○ 木下　裕介

- 18 -



令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．新幹線小松開業を見据えた施策について

(1) 旅行者向けＰＲ施策について

・外国に向けた情報発信の方法は

・金沢からの呼び込みについて

(2) 観光戦略について

・滞留人口拡大に向けた施策について

・各観光地での外国語対応について

・小松大学の学生の力を借りてはどうか

(3) 今後の観光目玉商品創出もしくはブラッシュアップ施策に

ついて

・本市が国内外へ売り込みたい観光商品は

・駅前商店街の活性化について

・大手食品メーカーにご当地商品をお願いしてはどうか

(4) 来松者への交通施策は

・小松駅下車後の交通アクセスについて

・駅周辺整備後の取組について

・公共交通利用促進について

・中京，関西からの誘客促進策について

・他市町との連携について

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

14 ○ 吉村　範明

- 19 -



令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．特別支援教育支援員の現状と課題について

・特別支援教育支援員の役割とは

・現在，市内の小・中・義務教育学校において教育上，特

別の支援を要する児童生徒は何人ぐらいか。全体数の何

％と推定されるか

・それに伴う特別支援教育支援員の充足数は何人ぐらいが

望ましいか

・現在の特別支援教育支援員の全体数は。各小中学校に適

正に配置されているのか

・現状，この人数で児童生徒への充分なサポート，学級担

任の補助は出来ているのか

・年度末，かなりの求人が出たと聞く。全体数の推移は

・求人状況とその応募状況は

・南加賀地域，他市の状況は

・特別支援教育支援員の充足とその資質の向上のためにも

待遇の改善，見直しが必要ではないか

・特別支援教育支援員の不足は学級担任，教師，学校全体

にも影響を及ぼし，何よりも，児童生徒に充分な教育が

行き届かなくなるのではないかと懸念するものである。

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

15 ○ 吉本　慎太郎

- 20 -



令 和 ５ 年 第 ３ 回 小 松 市 議 会 定 例 会 質 問 一 覧

一括
一問
一答

１．ＩＲいしかわ鉄道について

(1) 利用促進協議会でどんな話が

・小松市として今後どのような提案をしていくのか

・新たなまちづくりになっていくのではないか

・木場潟から眺める白山を観光の目玉になるのではないか

２．４月にエバー航空による小松・台北便再開について

(1) 小松便就航15年。これからの台湾との交流について

・今回７月に台湾を訪問する目的は

・小松産物の販路開拓と台湾産物の小松，石川県での販路

拡大は

３．安宅新産業団地について

(1) いよいよ立地意向調査を開始

・政府の異次元の少子化対策について

・安宅新産業団地の分譲をしっかり進めていく事が大事

「どうする，市長」

・次の産業団地の整備を急げ

４．日末蓮池公園の整備を聞く

(1) 少年野球などスポーツのメッカにしてはどうか

・子供たちが楽しくスポーツ

・スポーツで公園を活性化してはどうか

順
　
番

質問区分

質問者氏名 発　言　通　告　要　旨

16 ○ 川崎　順次

- 21 -


